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平成 28 年度低炭素社会実現のための都市間連携に基づく JCM 案件形成可能性調査事業 

報告書 

 

報告書 

1.施設名称 

(和名）：フェリー ターミナル セクパン 

(英名）：Ferry Terminal Sekupang 

2.概要 

2.1概要 

 

PT Indodharma Corpora は、1990 年代のインドネシアにおける経済セクターや新興

産業の成長に伴い、1997年にジャカルタ拠点に設立された。 

PT Indodharma Corporaは、ユーティリティ＆港湾サービス、インターモーダル輸送

と貿易サービスをサポートする企業であり、経験豊富な専門家達によりプロジェクト

を提供している。 

 

 

 
 

 

 
 

図 2.1.1 外観 図 2.1.2外観 

  

 
 

 
 

図 2.1.3 入口 図 2.1.4 入口 

 



2 
 

 

 
 

 
 

図 2.1.5 ロビー 図 2.1.6 ロビー 

 

 

2.2 位置 

 

 

住所： 

Ferry Terminal Sekupang 

JL RE Martadinata, Kepulauan Riau 29433 

 

電話： 

+62 (778) 325085 

 

位置： 

 
図 2.2.1 Ferry Terminal Sekupang の位置 
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3.調査内容 

 

3.1 設備調査 

 

空調・熱源・動力設備の稼働状況ヒアリング及び現場調査を行った。 

 

3.2 環境調査 

 

温度及び照度調査を行い、運用改善の余地があるか確認を行った。 

 

4.省エネ手

法 

 

4. 省エネ手法 

 

調査内容より下記省エネ手法が有効と思われる 

・運用改善（空調・照明） 

・設備改善（サイクリック制御・インバーター） 

なお、照度が低く（状況によっては無点灯）照明の設備改善（LED化）による効果は

低い。 
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5.削減ポテ

ンシャル診

断 

 

5.1 削減ポテンシャル診断(運用改善) 

 

 
図 5.1.1 診断結果 1 
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図 5.1.2 診断結果 2 
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5.2削減ポテンシャル診断（省エネ設備） 

 

 
図 5.2.1 診断結果 1 
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図 5.2.2 診断結果 2 
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図 5.2.3 診断結果 3 
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6.調査デー

タ 

6. 調査データ 

 

6.1 １階 

 

平面図データはない。 

 

調査データ（室温） 

場所 室温（℃） 

応接室 26.1 

会議室 26.3 

バックヤード通路 26.7 

入口ロビー 27.4～27.6 

入国エリア 26.9～27.1 

出国エリア 26.9 

出国ロビー 27.6 

出国ロビー（ラウンジ） 27.2 

 

調査データ（照度） 

場所 照度（Lx） 

応接室 43～190 

会議室 14～281 

バックヤード通路 59～139 

入口ロビー 169～248 

入国エリア 107～212 

出国エリア 79～105 

出国ロビー 101～166 

出国ロビー（ラウンジ） 75～134 

 

6.2 2階 

 

平面図データはない。 

 

調査データ（室温） 

場所 室温（℃） 

２F ロビー 27.3 

  

  

 

調査データ（照度） 

場所 照度（Lx） 

２F ロビー 179～215 
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7.調査風景 

7. 調査風景 

 

 

 
 

 
 

図 7.1 温度&照度計測 図 7.2 温度&照度計測 

 

 

 
 

 

 

 
 

図 7.3 応接間 図 7.4 事務所 
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図 7.5 通路 図 7.6 待合室 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

図 7.7 待合室 図 7.8 イミグレーション 

 

 

 

 



12 
 

 

 
 

 

 
 

図 7.9 VIPルーム 図 7.10 VIP ルーム 

 

 

 
 

 

 

 
 

図 7.11 出発入口 図 7.12 ロビー 
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図 7.13 ショッピングセンター 図 7.14 ショッピングセンター 

 

 

 
 

 

 

 
 

図 7.15 受電パネル 図 7.16 電力使用量表示 
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8.電気料金 

8. 電力データ 

 

 
 

 

図 8.1 2014 年 6&7 月分の電気料金 図 8.2 2014 年 8&9 月分の電気料金 

 

 

 
 

 

 

 

 

図 8.3 2014 年 10&11月分の電気料金 図 8.4 2014年 12月&2015年 1月分の電気料金 
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図 8.5 2015 年 2&3 月分の電気料金 図 8.6 2015 年 4&5 月分の電気料金 

 

 
  

 

図 8.7 2015 年 6&7 月分の電気料金 

 

図 8.8 2015 年 8&9 月分の電気料金 
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図 8.9 2015 年 10&11月分の電気料金 

 

 

図 8.10 2015年 12月&2016年 1月分の電気料金 

 

 
 

 

 
 

図 8.11 2016年 2&3月分の電気料金 

 

 

図 8.12 2016年 4&5月分の電気料金 
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図 8.13 2016年 6&7月分の電気料金 
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平成 28 年度低炭素社会実現のための都市間連携に基づく JCM 案件形成可能性調査事業 

報告書 

 

報告書 

1.施設名称 

(和名）：フェリー ターミナル バタムセンター 

(英名）：Ferry Terminal Batam Center 

2.概要 

2.1概要 

 

2004年 4月 23日にバタムセンターフェリーターミナルがオープン。現在、バタムセ

ンターフェリーターミナルでは、シンガポールとマレーシア間を毎日 3,250 人以上の

乗客が利用しており、バタム島に統合されたビジネスセンターの一つとなっている。 

 

 
 

 
 

図 2.1.1 外観 図 2.1.2 入口 

  

 

 
 

 

 

 
 

図 2.1.3 レストラン 図 2.1.4 部屋 
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2. 2 位置 

住所： 

Jalan Engku Putri (Batam Center), Kelurahan Teluk Tering, Batam Kota, Batam 

29461 

 

電話： 

+62 778 334 708 

 

位置： 

 

 
 

図 2.2.1 Ferry Terminal Batam Centerの位置 

 
 

3.調査内容 

 

3.1 設備調査 

 

空調・熱源・動力設備の稼働状況ヒアリング及び現場調査を行った。 

 

3.2 環境調査 

 

温度及び照度調査を行い、運用改善の余地があるか確認を行った。 

 

4.省エネ手

法 

4. 省エネ手法 

 

調査内容より下記省エネ手法が有効と思われる 

・運用改善（空調） 

・設備改善（サイクリック制御・インバーター） 
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5.削減ポテ

ンシャル診

断 

 

5.1 削減ポテンシャル診断(運用改善) 

 
図 5.1.1 診断結果 1 
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図 5.1.2 診断結果 2 
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5.2削減ポテンシャル診断（省エネ設備） 

 

 
図 5.2.1 診断結果 1 
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図 5.2.2 診断結果 2 
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図 5.2.3 診断結果 3 
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6.調査デー

タ 

6. 調査データ 

 

 

6.1 １階 

 

調査データ（室温） 

場所 室温（℃） 

1F 26.0～26.2 

ラウンジ室 24.0～25.3 

  

 

調査データ（照度） 

場所 照度（Lx） 

1F 未測定 

ラウンジ室 未測定 

  

 

 

平面図 

 

 

 
 

 

図 6.1 1階の平面図 
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6.2 2階 

 

調査データ（室温） 

場所 室温（℃） 

２F外周通路 25.9～26.3 

  

  

 

調査データ（照度） 

場所 照度（Lx） 

２F外周通路 未測定 

  

  

 

 

平面図 

 

 

 
 

 

図 6.2 2階の平面図 
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6.3 3階 

 

調査データ（室温） 

場所 室温（℃） 

３F 外周通路 26.0～26.1 

３F オフィス 23.8～23.9 

  

 

調査データ（照度） 

場所 照度（Lx） 

３F 外周通路 未測定 

３F オフィス 未測定 

  

 

 

平面図 

 

 
 

 

図 6.3 3階の平面図 
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7.調査風景 

7. 調査風景 

 

 

 
 

 

 
 

 

図 7.1 屋上に行く道 図 7.2 屋上にて室外機 

 

 
 

 

 
 

図 7.3 室外機 図 7.4 室外機のワイヤリングダイヤグラム 
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図 7.5室外機 図 7.6 室外機のワイヤリングダイヤグラム 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

図 7.7室外機 図 7.8室外機のワイヤリングダイヤグラム 
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図 7.9 受電パネル 図 7.10 メーター 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

図 7.11 受電パネル内部 図 7.12 受電パネル内部 
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図 7.13 イミグレーション 図 7.14 イミグレーション 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

図 7.15 イミグレーション 図 7.16 VIPルーム 
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8.電気料金 

8. 電力データ 

 

 

 
 

 

図 8.1 2016 年 1月分の電気料金 図 8.2 2016 年 2月分の電気料金 

 

 
 

 

図 8.3 2016 年 3月分の電気料金 図 8.4 2016 年 4月分の電気料金 
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図 8.5 2016 年 5月分の電気料金 図 8.6 2015 年 6月分の電気料金 

 
 

 

図 8.7 2016 年 7月分の電気料金 

 

図 8.8 2016 年 8月分の電気料金 
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図 8.9 2015 年 9月分の電気料金 

 

 

図 8.10 2015年 10 月分の電気料金 

 
 

 

図 8.11 2016年 11 月分の電気料金 
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平成 28 年度低炭素社会実現のための都市間連携に基づく JCM 案件形成可能性調査事業 

報告書 

 

報告書 

1.施設名称 

(和名）： フェリー ターミナル テラガ プングール 

(英名）：Ferry Terminal Telaga Punggur 

2.概要 

2.1概要 

 

フェリー ターミナル テラガ プングールは、バタム島の東海岸にある国内フェリー

ターミナルである。タンジュン・ピナン（Tanjung Pinang）とダボ・シンケ（Dabo 

Singkep）との間で毎日出発する。現在、ターミナルを拡大しているところ。しかし

ながら、現在のターミナルには電気使用量が少ない。 

 

 
 

 
 

図 2.1.1 外観 図 2.1.2外観 

  

 

 
 

 
 

図 2.1.3 ロビー 図 2.1.4 通路 
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図 2.1.5 拡大工事中 図 2.1.6 拡大工事中 

 

 

2. 2 位置 

 

住所： 

Ferry Terminal Telaga Punggur 

Jalan Patimura (Telaga Punggur), Batam, Kepulauan Riau, Indonesia 

電話： 

+62 778 479188 

 

位置： 

 
図 2.2.1 Ferry Terminal Telaga Punggur の位置 
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3.調査内容 

 

3.1 設備調査 

調査協力が得られず調査不可。 

 

3.2 環境調査 

調査協力が得られず調査不可。 

 

4.省エネ手

法 

4. 省エネ手法 

調査協力が得られず不可。 

5.削減ポテ

ンシャル診

断 

 

5.1 削減ポテンシャル診断(運用改善) 

調査協力が得られず診断不可。 

 

5.2削減ポテンシャル診断（省エネ設備） 

調査協力が得られず診断不可。 

 

6.調査デー

タ 

 

6. 調査データ 

調査協力が得られず調査不可。 

 

7.調査風景 

7. 調査風景 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

図 7.1 温度&照度計測 図 7.2 温度&照度計測 
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図 7.3 チケットカウンタ 図 7.4 チケットカウンタ 

 

 
 

 

 
 

図 7.5入口 図 7.6 拡大工事中 
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図 7.7 レストラン 図 7.8 出発入口 

 
 

 

図 7.9周辺 図 7.10 周辺 
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図 7.11 入口 図 7.12 出発口 

 

 
 

 

 
 

 

図 7.13 駐車場 図 7.14 駐車場 
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図 7.15 チケット窓口 図 7.16 チケット窓口 

 
 

 
 

図 7.17 売店 図 7.18 出発口 
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図 7.19 イミグレーション 図 7.20 拡大工事中 
 

8.電気料金 

8. 電力データ 

 

調査協力が得られず入手不可。 
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平成 28 年度低炭素社会実現のための都市間連携に基づく JCM 案件形成可能性調査事業 

報告書 

 

報告書 

 

 

(和名）： フェリー ターミナル ハーバー ベイ 

(英名）：Ferry Terminal Harbour Bay 

2.概要 

2.1概要 

 

シンガポールへまたはから行くときに：フェリーターミナルハーバーベイから出発す

るフェリーがバタムセンター、セクパン、ウォーターフロントシティによって行く。

現在、拡大工事中。 

 

 
 

 

 
 

図 2.1.1 出発入口 

 

図 2.1.2 拡大工事中 

  

 
 

 
 

図 2.1.3 待合室 図 2.1.4 一般乗客用 
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図 2.1.5 レストラン 図 2.1.6 ロビー 

 

2. 2 位置 

 

 

住所： 

Ferry Terminal Harbour Bay 

Jalan Duyung, Kelurahan Sei Jodoh, Batu Ampar, Batam 29453 

 

電話： 

+62 (778) 7415099 

 

位置： 

 
図 2.2.1 Ferry Terminal Harbour Bayの位置 
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3.調査内容 

 

3.1 設備調査 

 

空調・熱源・動力設備の稼働状況ヒアリング及び現場調査を行った。 

 

3.2 環境調査 

 

温度及び照度調査を行い、運用改善の余地があるか確認を行った。 

 

4.省エネ手

法 

 

4. 省エネ手法 

 

調査内容より下記省エネ手法が有効と思われる 

・運用改善（空調） 

・設備改善（サイクリック制御） 

なお、照度が非常に低く（状況によっては無点灯）照明の設備改善（LED化）による

効果は低い。 
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5.削減ポテ

ンシャル診

断 

 

5.1 削減ポテンシャル診断(運用改善) 

 

設備情報入手不可 

 

 

 

 

 

5.2削減ポテンシャル診断（省エネ設備） 

 

設備情報入手不可 
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6.調査デー

タ 

6. 調査データ 

 

 

6.1 １階 

 

 

 

調査データ（室温） 

場所 室温（℃） 

国際線出国ロビー 22.5～23.3 

ビジネスラウンジ 22.1～22.6 

国際線到着ロビー 24.1～24.6 

国際線出国待合室 22～23.1 

モール 空調未使用 

国内線出国待合室 22.8～23.1 

 

 

 

 

 

調査データ（照度） 

場所 照度（Lx） 

国際線出国ロビー 照明未使用 

ビジネスラウンジ 照明未使用 

国際線到着ロビー 210～374 

国際線出国待合室 97～141 

モール 150～658 

国内線出国待合室 照明未使用 
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平面図 

 

 

 
 

 

図 6.1 図面 
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7.調査風景 

7. 調査風景 

 

 

 
 

 
 

図 7.1 温度&照度計測 図 7.2 温度&照度計測 

 

 

 
 

 

 

 
 

図 7.3温度&照度計測 図 7.4 温度&照度計測 
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図 7.5 出発ホールにて温度&照度計測出 図 7.6 出発ホールにて温度&照度計測 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

図 7.7 室外機 図 7.8 室外機 
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図 7.9 室外機の電圧測定 図 7.10 室外機の電圧測定 

 

 

 
 

 

 

 
 

図 7.11 室内機のリモートコントロール 図 7.12 室内機のリモートコントロール 
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図 7.13 室内機のリモートコントロール 

 

 

 

 
 

 

 
 

図 7.14 室内機のリモートコントロール 

 

 

 

 
 

図 7.15 受電パネル 図 7.16 受電パネル内部 
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図 7.17受電パネル内部 図 7.18 電力使用量表示 

 

 

 

 
 

図 7.19 受電パネル内部 

 

 

 
 

図 7.20 拡大工事中 
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8.電気料金 

8. 電力データ 

 

電力データ入手不可 
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平成 28 年度低炭素社会実現のための都市間連携に基づく JCM 案件形成可能性調査事業 

報告書 

 

報告書 

1.施設名称 

(和名）： フェリー ターミナル ノンサ 

(英名）：Ferry Terminal Nongsa 

2.概要 

2.1概要 

 

ノンサ川を通って海からノンサ観光地まであなたを導く。ノンサ・バタム・インドネ

シアの独占的な観光地にある唯一のフェリーターミナル。 Turi Beach、Nongsa Point 

Marina、Nongsa Village、Montigo Resort、Tamarin Santana、Palm Springs、Tering 

Bayのバタムビューとゴルフコースのリゾート周辺に位置している。ノンサプラから

タナ・メラ・フェリーターミナルまでわずか 40 分で、シンガポール・チャンギ空港

から最も近いターミナルで、バタムのハング・ナディム空港からわずか 10分。 

 
 

 
 

図 2.1.1 外観 図 2.1.2外観 

  

 
 

 
 

図 2.1.3外観 図 2.1.4外観 
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図 2.1.5 ポート 図 2.1.6 ポート 

 

2. 2 位置 

 

住所： 

Jl. Hang Lekiu, Sambau, batam, Kota Batam, Kepulauan Riau 29465 

 

電話： 

(0778) 761777 

 

位置： 

 

図 2.2.1 Ferry Terminal Nongsaの位置 

 
 

3.調査内容 

 

3.1 設備調査 

 

空調・熱源・動力設備の稼働状況ヒアリング及び現場調査を行った。 
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3.2 環境調査 

 

温度及び照度調査を行い、運用改善の余地があるか確認を行った。 

 

4.省エネ手

法 

 

4. 省エネ手法 

 

調査内容より下記省エネ手法が有効と思われる 

・運用改善（空調・照明） 

・設備改善（サイクリック制御・インバーター） 

なお、照度が非常に低く（状況によっては無点灯）照明の設備改善（LED化）による

効果は低い。 

 

5.削減ポテ

ンシャル診

断 

 

5.1 削減ポテンシャル診断(運用改善) 
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図 5.1.1 診断結果 1 
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図 5.1.2 診断結果 2 

 

 

 

5.2削減ポテンシャル診断（省エネ設備） 
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・設備改善（サイクリック制御） 

  室外機 x 365日 x 15% 

  290 kwh x 365 x 15% 

  15,877 kwh/year  

6.調査デー

タ 

6. 調査データ 

 

6.1 １階 

 

調査データ（室温） 

場所 室温（℃） 

空調据置式数台。対象外。  

  

  

 

調査データ（照度） 

場所 照度（Lx） 

対象外。  

  

  

 

 

平面図 
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図 6.1 1階の平面図 

 
 

7.調査風景 

7. 調査風景 

 
 

 
 

図 7.1 受電パネル 図 7.2 トランスフォーメーター 

 

 
 

 

 
 

図 7.3 受電パネル内部 図 7.4 空調室内機 

  



8 
 

 

 
 

 

 
 

図 7.5 ロビー様子 図 7.6 ロビー様子 

 
 

 
 

図 7.7 待合室 図 7.8 セイリング扇風機 
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図 7.9 事務所にて 図 7.10 リモートコントロール設定 

 
 

図 7.11 到着時にビザ手続き 

 
 

図 7.12 事務所にて 
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図 7.13 検疫 図 7.14 検疫 

 

 
図 7.15 税関 

 
図 7.16 リモートコントロール設定 
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図 7.17 コントロールセンター 

 

 
図 7.19 オフィス 

 
図 7.18 コントロールセンター 

 

 
図 7.20 オフィス 

  
 

8.電気料金 

8. 電力データ 
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図 8.1 2015 年 9月分の電気料金 図 8.2 2015 年 10月分の電気料金 

  

 
 

 

 

図 8.3 2015 年 11月分の電気料金 図 8.4 2015 年 12月分の電気料金 

 

 
 

 
 

図 8.5 2016 年 1月分の電気料金 図 8.6 2016 年 2月分の電気料金 
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図 8.7 2016 年 3月分の電気料金 図 8.8 2016 年 4月分の電気料金 

 
 

 

 
 

図 8.9 2016 年 5月分の電気料金 図 8.10 2016年 6月分の電気料金 

 
 

図 8.11 2016年 7月分の電気料金 

 
 

図 8.12 2016年 8月分の電気料金 
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図 8.13 2016年 8月分の電気料金明細書 
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平成 28 年度低炭素社会実現のための都市間連携に基づく JCM 案件形成可能性調査事業 

報告書 

 

報告書 

1.施設名称 

(和名）：オトリタ バタム 病院 

(英名）：Rumah Sakit Otorita Batam 

2.概要 

2.1 概要 

Dr. Cipto Mangunkusumo, Sekupang, Batam, Kepulauan Riau に位置している国営総

合病院である。この病院は 1971 に設立され、バタムで一番初めての病院である。こ

の病院は厚生労働大臣令 437/MENKES/SK/V/2002 により B タイプの非教育であり、

2002 年 6 月 22 日付けの保健・社会福祉令第 YM.02.04.2.2.098 大臣を通じて、社会

プロバイダーライセンスを持っている。現在、マスタープランに基づいて病院を拡大

している。 

 

 

 

 
図 2.1.1 外観 図 2.1.2外観 

  

  
図 2.1.3 マスタープラン 図 2.1.4 マスタープラン 
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図 2.1.5 入口 図 2.1.6 待合室 

2.2 位置 

 

住所： 

Rumah Sakit Otorita Batam 

Jalan Cipto Mangunkusumo No. 01,  

Kecamatan Sekupang, Batam, Kepulauan Riau, 20444  

 

電話： 

(0778) 322046 

 

位置： 

 

 
図 2.2.1 Rumah Sakit Otorita Batam の位置 
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3.調査内容 

 

3.1 設備調査 

 

空調・熱源・動力設備の稼働状況ヒアリング及び現場調査を行った。 

 

3.2 環境調査 

 

温度及び照度調査を行い、運用改善の余地があるか確認を行った。 

 

4.省エネ手

法 

4. 省エネ手法 

 

調査内容より下記省エネ手法が有効と思われる 

・運用改善（空調・照明） 

・設備改善（サイクリック制御・インバーター） 

なお、照度が非常に低く（状況によっては無点灯）照明の設備改善（LED化）による

効果は低い。 

 

5.削減ポテ

ンシャル診

断 

 

5.1 削減ポテンシャル診断(運用改善) 

 

設備情報入手不可 

 

5.2削減ポテンシャル診断（省エネ設備） 

 

設備情報入手不可 

6.調査デー

タ 

6. 調査データ 

 

6.1 １階 

 

調査データ（室温） 

場所 室温（℃） 

1F救急ロビー 未測定 

救急 26.2～27.2 

  

 

調査データ（照度） 

場所 照度（Lx） 

1F救急ロビー 80-144.1 

救急 96-271 
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平面図 

 

 
 

図 6.1 病院の平面図 

 

 
 

7.調査風景 

7. 調査風景 

 

 

 
 

 
 

図 7.1 温度&照度計測 図 7.2 温度&照度計測 
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図 7.3 温度&照度計測 図 7.4 温度&照度計測 

 

 
 

 

 
 

図 7.5温度&照度計測 図 7.6 室内機 

 
 

 
 

図 7.7温度&照度計測 図 7.8 温度&照度計測 
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図 7.9温度&照度計測 図 7.10 温度&照度計測 
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図 7.11温度&照度計測 図 7.12 温度&照度計測 

 

  
 

図 7.13温度&照度計測 図 7.14 温度&照度計測 
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図 7.15温度&照度計測 図 7.16 温度&照度計測 

 

  
 

図 7.17温度&照度計測 図 7.18 温度&照度計測 
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図 7.19温度&照度計測 図 7.20 温度&照度計測 

 

  
 

図 7.21温度&照度計測 図 7.22 温度&照度計測 
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図 7.23温度&照度計測 図 7.24 温度&照度計測 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 7.25温度&照度計測 図 7.26 温度&照度計測 
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図 7.27 室外機 図 7.28 室外機の型番 

 

  
 

図 7.29室外機 図 7.30 室外機電圧測定 
 

8.電気料金 

8. 電力データ 

 

電力データ入手不可 
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